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航空宇宙品質センターメンバー・関係者 各位 

  (一社)日本航空宇宙工業会 

航空宇宙品質センター 

JAQG 事務局 
 

JAQG 活動報告会開催のご案内 

 

拝啓 時下ますます御清栄のこととお慶び申しあげます。 

さて、当航空宇宙品質センター（JAQG）では、JIS Q 9100 規格の制定とその認証制度の運用維持をはじめ、

航空宇宙産業界における品質向上・コストダウン活動を推進しております。 

今回、JAQG 活動状況をご理解いただくため、令和４年度の活動実績を中心に、JAQG メンバーの皆様に

説明いたしたく、下記要領で報告会を開催することといたしました。 
なお、今年度の活動報告会は、新型コロナウィルス感染症の動向に鑑み、対面及びオンラインのハイブリッ

ド形式での開催とさせて頂きます。よろしくご参加ください。 

 

ご多忙中とは存じますが、ぜひご聴講賜りたくお願い申しあげます。 

敬具 

記 
 

１．日 時 ・ 場 所：  
 

令和５年２月１０日（金）  １３時～１７時 

名古屋会場 ； TKP 名古屋ルーセントタワー 16 階 ＋ オンラインでのハイブリッド開催 

http://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-nagoya-lucent-tower/access/ 

 
２．内 容 ： 別紙アジェンダ案参照 
 
３．申込方法 ：ＪＡＱＧウェブサイトの「イベント案内」 

https://jaqg.sjac.or.jp/member/modules/eguide1/ 
 

         に必要事項を入力の上、お申込み下さい。*) 

         

申込期限：２月３日（金） 

             

４．参加対象者 ：JAQG 活動報告会、JAQG メンバー（会員メンバー、協賛メンバー、関係機関メンバー）は 
 
５．その他 ：対面形式で直接参加ご希望の方は、参加人数は 100 名まで申込は先着順とさせて頂きます。 
 対面で参加される方々には、冊子資料を準備いたします。 

オンラインでの参加ご希望の方は、申込締切後、イベントへの招待メールを配信いたします。メールの指
示に従って、事前登録をお願い致します。説明会当日は、参加登録メールに貼付されたＵＲＬからセミナー
にご参加ください。 

 
      (*1) JAQG ウェブサイトでの申込が不可の場合にご使用下さい。 

担当： JAQG 事務局 

前 畑 ／ 佐 藤 

e メール : jaqg@sjac.or.jp  FAX : 03-3585-0541 TEL : 03-3585-1481 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
令和４年度 JAQG 活動報告会 アジェンダ 

 
名古屋会場 令和5年2月10日（金） 13:00～17:00  （TBD） ＋ On-Line 

JAQG活動報告会（特別講演およびJAQGメンバー向けの活動報告）  

時 間 講演 ・ 報告 講演者 ・ 報告者 

13:00 

(5 分) 
事務局よりのお知らせ 

(一社)日本航空宇宙工業会 

JAQG 事務局 部長  

前畑 貴芳 

13:05 

(5 分) 
開会あいさつ 

(一社)日本航空宇宙工業会 

常務理事 

佐藤 幸喜 （JAQG 事務局次長） 

13:10 

(45 分、講

演 30 分＋

質疑 15

分) 

AIMM（9100成熟度モデル）と 9100規格改正動向について 

 IAQG で開発した AIMM の概要（開発目的、IAQG 版・和訳版の掲載場

所、使用方法紹介、等）及び 9100 規格改正動向を報告 

三菱重工業株式会社 

民間機 ｾｸﾞ ﾒﾝﾄ  品 質保 証部 ＱＭＳ ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ    

主席ﾁｰﾑ統括 

西口 潤 （IAQG9100 規格 SDR） 

 

13:55 

(15 分) 

JAQG 活動報告 

JAQG 活動の今年度トピックを中心に報告 

 

株式会社 IHI 

航空・宇宙・防衛事業領域 品質システム部  

部長 

山本 博士 （JAQG 幹事長） 

14:10 

（15 分） 

JRMC 活動報告 

JRMC 活動状況等を報告 

9120 国内認証制度立上げに関する質疑 

株式会社 SUBARU 

航空宇宙カンパニー QMS 推進室 室長 

西本 光男 （JRMC 議長） 

14:25 ワーキンググループの活動報告（今年度のトピックスを中心に報告）  

(10 分) 規格検討 WG 活動報告 

SJAC 規格の制定／改正状況概要を中心に報告 

  

株式会社 SUBARU 

航空宇宙カンパニー  QMS 推進室 QMS 課 

小田 晴信 (規格検討ＷＧ主査) 

 

14:35 

(30 分) 

特殊工程検討 WG 活動報告 

Nadcap 国内展開へのサポート活動を中心に報告 

 

Nadcap 最新活動状況紹介 

川崎重工業(株) 

航空宇宙カンパニー 航空宇宙ディビジョン 

QM 総括部 品質保証計画部  

品証技術課 基幹職 

堀田 彰彦 (特殊工程検討ＷＧ主査) 

日本 PRI 事務所 マネージャー 

  ダヴェンポート 悠 様 

15:05 休憩 (20 分)   

15:25 

 (20 分) 

スペースフォーラム活動報告 

APAQG/JAQG の重点取組事項の進捗について報告 

APRSAF 28 会議の紹介 

株式会社 IHI エアロスペース 

品質保証部 ﾛｹｯﾄ品質保証ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主査 

松井 直樹 （SF 主査） 

15：45 

 (30 分) 

SCMH WG 活動報告 

新規掲載資料の概要や検討中アイテムの開発状況を中心に

IAQG/JAQG の活動状況について報告 

 SCMH 説明会での質疑応答を紹介 

株式会社 IHI 

生産センター 資材部  

購入品品質管理グループ 主幹 

佐藤 浩光 (SCMH  WG 主査) 

16:15 

(10 分) 

コミュニケーション WG 活動報告 

活動結果を中心に報告 

(一社)日本航空宇宙工業会 

JAQG 事務局 部長 

前畑 貴芳 (コミュニケーション WG 主査) 

16:25 

（20 分） 

IAQG/APAQG 活動報告 

IAQG/APAQG における最新の活動状況を報告 

シングル SDO への取組活動紹介 

三菱重工業株式会社 

民間機ｾｸﾞﾒﾝﾄ 品質保証部 部長 

渡辺 秀 （Asia-Pacific セクター リーダー） 

16:45 

（15 分） 
全体質疑応答  

17:00 

（30 分） 
フリーディスカッション(JAQG スタッフにご自由にご質問ください)  

IAQG : International Aerospace Quality Group 
APAQG : Asia Pacific Aerospace Quality Group 
JAQG : Japanese Aerospace Quality Group （航空宇宙品質センター） 
JRMC : Japan Registration Management Committee （航空宇宙審査登録管理委員会） 
SCMH : Supply Chain Management Handbook 

AIMM : The Aerospace Improvement Maturity Model 

APRSAF  ; Asia-Pacific Regional Space Agency Forum 

SDO ; Standards Development Organization 

 
 



 

 

ＦＡＸ ０３－３５８５－０５４１ または e メール  jaqg@sjac.or.jp 

(ウェブ(http://sjac-jaqg.kir.jp/modules/eguide/)でも受け付けています(推奨) 

その場合、ウェブの書式にご記入下さい) 

 

一般社団法人 日本航空宇宙工業会 航空宇宙品質センター(JAQG) 

佐藤 行き 

 

 

令和４年度ＪＡＱＧ活動報告会 参加申込書 

 

以下のとおり申し込みます。 

 

 

氏 名：           (同行者氏名(いらっしゃる場合)：          ) 

 

 

会社名/所属：                                      

 

住所： 〒                                

 

                                     

 

Ｅメールアドレス：                            

 

電話：               FAX：                     

        

 

メンバー区分（いずれかチェック）： □ ＪＡＱＧメンバー □ 関係機関メンバー    

 

参加会場(いずれかチェック) ；   □ 名古屋会場   □ オンライン参加 

 

以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


